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雪
解
け
の
頃
　
向
か
い
の
山
の
中
腹
に
滝
が
現
れ
る

滝
下
に
は
不
動
さ
ま
と
雷
神
さ
ま
が
お
わ
す

神
々
に
守
ら
れ
な
が
ら
過
ご
し
た
冬

踏
み
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め
る
残
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の
下
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は
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雪
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か
い
の
山
の
中
腹
に
滝
が
現
れ
る

滝
下
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さ
ま
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雷
神
さ
ま
が
お
わ
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神
々
に
守
ら
れ
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が
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過
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し
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踏
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め
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残
雪
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に
は
　
春



　
こ
の
写
真
は
、
昭
和
二
十
一

年
の
祖
母
の
小
学
校
（
若
宮
小
）

の
入
学
式
の
写
真
で
す
。
祖
母

は
、
前
か
ら
二
列
目
の
右
か
ら

三
番
の
所
で
す
。
学
年
で
百
人

く
ら
い
人
が
い
て
今
よ
り
も
多

く
の
人
数
が
い
ま
す
。
戦
争
が

終
わ
っ
た
ば
か
り
で
食
料
を
増

や
そ
う
と
豆
畑
を
作
っ
た
り
し

て
い
ま
し
た
。

　
当
時
、
学
校
は
今
の
よ
う
に

勉
強
、
勉
強
と
い
う
感
じ
で
は

な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
わ

け
は
、
昔
、
試
験
と
い
う
も
の

が
と
て
も
少
な
く
、
さ
ら
に
、

宿
題
と
い
う
の
も
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。
ま
た
、
家
の
農
業
の

手
伝
い
が
何
よ
り
も
最
優
先
で
、

田
の
仕
事
が
本
当
に
い
そ
が
し

い
時
期
に
は
一
週
間
ほ
ど
学
校

が
休
み
に
な
っ
て
、
朝
か
ら
晩

ま
で
農
業
を
や
っ
て
い
る
親
の

手
伝
い
や
、家
の
る
す
番
を
や
っ

た
り
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
食
べ
物
は
、
ご
は
ん
、
み
そ

汁
と
家
で
さ
い
ば
い
し
て
い
た

き
ゅ
う
り
や
な
す
、
キ
ャ
ベ
ツ

等
の
野
菜
が
中
心
で
し
た
。
学

校
で
の
昼
食
は
、
弁
当

で
弁
当
検
査
と
い
う
の

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

白
い
ご
は
ん
ば
か
り
だ

と
、「
も
っ
と
か
た
い

米
を
食
べ
ろ
」
と
言
わ

れ
た
り
し
て
、み
ん
な
、

み
そ
漬
け
や
う
め
干
し

な
ど
た
い
し
た
お
か
ず

が
な
く
は
ず
か
し
い
の

で
、
弁
当
に
お
お
い
か

ぶ
さ
る
よ
う
に
し
て
食

べ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
僕
は
、
こ
の
話
を
聞

い
て
、
今
は
便
利
で
い

い
と
思
い
ま
し
た
。
あ

と
、
勉
強
が
厳
し
く
な

い
の
で
少
し
う
ら
や
ま

し
い
で
す
。

聞
き
書
き
百
選（
平
成
二
十
六
年
度
発
行
）

　
　
『
じ
い
ち
ゃ
ん
　
あ
り
が
と
う
』よ
り

Ｑ
：
昭
和
二
十
一
年
、
若
宮
小
学
校
の
入
学
式

の
写
真
。
坂
下
町
で
す
か
？

逸
子
さ
ん
：
は
い
、
会
津
坂
下
町
の
若
宮
小
学

校
で
す
。
私
、
高
校
生
の
時
、
十
人
ぐ
ら
い

で
古
川
先
生
と
坂
下
か
ら
片
門
発
電
所
ま
で

植
物
採
取
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。

そ
の
時
に
、「
あ
っ
、
バ
チ
い
た
！
」
っ
て

言
っ
た
ら
、「
な
ん
だ
、お
前
は
若
宮
か
ぁ
？
」

っ
て
言
わ
れ
ま
し
た
。
若
宮
で
は
蜂
の
こ
と

を
バ
チ
っ
て
言
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｑ
：
当
時
の
小
学
校
生
活
で
す
が…

。

逸
子
さ
ん
：
教
科
書
、
今
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
よ
り

は
い
い
か
な
、本
当
に
ぺ
ら
ぺ
ら
の
紙
で「
は

な
」と
か「
と
り
」と
し
か
書
い
て
な
か
っ
た
。

字
も
分
か
ら
な
い
で
入
学
し
た
か
ら
、
そ
れ

で
良
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

Ｑ
：
勉
強
、
勉
強
と
い
う
感
じ
で
は
な
か
っ
た

そ
う
で
す
ね
。

逸
子
さ
ん
：
そ
う
で
す
、
算
数
の
授
業
で
は
先

生
が
「
五
本
の
指
で
足
り
な
い
時
は
ど
う
す

ん
だ
？
」
と
か
言
っ
て
足
し
算
。
そ
ん
な
感

じ
で
今
の
授
業
と
は
全
然
違
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｑ
：
豆
畑
と
い
う
の
は
？

逸
子
さ
ん
：
学
校
の
校
庭
に
豆
を
植
え
て
い
た

の
。
校
庭
の
半
分
く
ら
い
は
豆
畑
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
校
庭
で
運
動
と
か
よ
り
も
、
食

べ
る
こ
と
が
最
優
先
。
肥
料
は
買
え
な
い
か

ら
下
肥
。
五
、
六
年
生
は
〝
フ
リ
オ
ケ
〞

担
い
で
ヒ
シ
ャ
ク
で
畑
に
く
れ
て
、
そ
れ
が

肥
料
で
し
た
。

Ｑ
：
莞
久
馬
君
ど
う
で
す
か
？

莞
久
馬
君
：
信
じ
ら
れ
な
い
で
す
。
そ
れ
は
、

も
う
校
庭
じ
ゃ
な
い
。

Ｑ
：
学
校
の
先
生
は
ど
ん
な
先
生
で
し
た
か
？

逸
子
さ
ん
：
一
年
生
の
時
は
五
十
嵐
先
生
と
い

う
女
の
先
生
。
二
年
か
ら
勝
方
の
ク
ワ
ハ
ラ

テ
ツ
オ
先
生
と
い
う
お
坊
さ
ん
の
先
生
で
し

た
。
怒
ら
れ
た
記
憶
が
な
い
か
ら
、
優
し
い

先
生
方
で
し
た
。

Ｑ
：
も
し
か
し
た
ら
、
写
真
左
に
写
っ
て
い
る

坊
主
頭
の
先
生
で
す
か
？

逸
子
さ
ん
：
あ
あ
、
そ
れ
は
、
校
長
先
生
。

Ｑ
：
当
時
の
食
べ
物
で
す
が…

。

逸
子
さ
ん
：
カ
ラ
ン
カ
ラ
ン
に
乾
燥
し
た
ニ
シ

ン
が
引
出
し
に
い
つ
も
あ
り
ま
し
た
。「
腹

減
っ
た
ぁ
。」
と
か
言
う
と
「
ニ
シ
ン
で
も

食
え
。」
と
か
言
わ
れ
て
一
本
く
わ
え
た
り

し
て
。

Ｑ
：
弁
当
検
査
と
い
う
の
は
？

逸
子
さ
ん
：
そ
れ
は
、「
カ
テ
ご
飯
」（
カ
テ
メ

シ
）
を
食
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
。

白
い
ご
飯
だ
け
で
は
だ
め
だ
っ
た
の
。

莞
久
馬
君
：「
カ
テ
メ
シ
」
っ
て
何
？

逸
子
さ
ん
：
カ
テ
メ
シ
っ
て
い
う
の
は
、
芋
と

か
大
根
っ
葉
と
か
入
れ
て
ご
飯
を
増
や
す
の
。

米
を
売
れ
ば
現
金
収
入
に
な
る
か
ら
、
大
事

に
大
事
に
食
べ
て
い
た
よ
。

Ｑ
：
莞
久
馬
君
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
話
を
聞
い
て

み
て
ど
う
で
し
た
か
？

莞
久
馬
君
：
わ
か
ら
な
い
言
葉
が
い
っ
ぱ
い
出

て
き
て
、
今
と
は
全
然
違
う
世
界
、
そ
れ
が

当
た
り
前
だ
っ
た
ん
だ
な
ぁ
、
と
思
い
ま
し

た
。

（
写
真
・
文
責
：
菅　

敬
浩
）

▼
取
材
ノ
ー
ト

祖
父
母
か
ら
の
聞
き
書
き

柳
津
町
立
柳
津
中
学
校　

一
年　

矢
部　

莞
久
馬

祖
母
：
矢
部
　
逸
子
　
さ
ん

　
（
昭
和
15
年
１
月
生　

76
歳
）

孫
　
：
矢
部
　
莞
久
馬（
い
く
ま
）
君

　
（
平
成
14
年
１
月
生　

14
歳
）

　
〔
柳
津
中
２
年
〕

　
　
飯
塚
清
一
さ
ん

（
昭
和
22
年
生
ま
れ
：
柳
津
町
湯
八
木
沢
）

　

十
年
く
ら
い
前
の
こ
と
だ
。

　

地
熱
発
電
所
の
建
設
工
事
を
や
っ

て
い
た
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
温
泉
が
出

た
と
こ
ろ
に
簡
易
な
ハ
ウ
ス
を
建
て

て
、
村
の
者
が
湯
入
り
に
行
っ
て
い

た
こ
と
が
あ
る
。
半
月
く
ら
い
の
間

だ
っ
た
と
思
う
。

　

あ
る
夜
、
そ
の
湯
に
入
り
に
行
こ

う
と
、
わ
れ
わ
れ
夫
婦
と
小
学
生
と

中
学
生
の
子
ど
も
を
連
れ
て
車
で
家

を
出
た
。
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ば
か
り

走
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ボ
ン
ボ
ン
燃
え

る
火
を
見
た
。
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

幅
で
、
火
の
高
さ
は
二
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
も
あ
っ
た
。
大
峰
に
行
く
人
気
の

な
い
田
ん
ぼ
の
あ
た
り
で
、
車
か
ら

五
〇
メ
ー
ト
ル
と
離
れ
て
い
な
か
っ

た
。
驚
い
て
近
づ
い
て
み
た
が
、
火
も

煙
も
何
も
な
か
っ
た
。

不
思
議
な
話



軒
先
の
風
景
写
真
・
文
　
竹
島
　
善
一

　
芝
倉
に
二
軒
の
家
屋
が
あ
っ
た
。
年
間
を
通
し
て
常
住
す

る
わ
け
で
は
な
く
、
冬
は
町
へ
下
り
る
と
聞
い
た
。

　
春
、
四
月
。
池
に
は
融
か
す
雪
も
な
く
な
り
、
日
除
け
、

雨
除
け
の
シ
ー
ト
の
下
に
真
新
し
い
バ
イ
ク
が
置
か
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
一
人
で
住
む
人
の
生
活
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
軒
下
の
薪
は
今
し
ば
ら
く
必
要
だ
。

（
平
成
19
年
４
月
　
柳
津
町
芝
倉
）

　「
長
兵
衛
、
忠
兵
衛
」
と
さ
え
ず
り
な
が
ら
、
奥
会

津
の
春
を
謳
歌
す
る
。
群
れ
で
ヤ
ナ
ギ
や
サ
ク
ラ
の

花
の
蜜
を
吸
う
。
目
の
周
囲
の
白
い
輪
は
、
刺
繍
の

よ
う
な
羽
毛
か
ら
な
る
。
一
見
か
わ
い
い
が
、
双
眼

鏡
で
の
ぞ
く
と
、
き
つ
い
目
を
し
て
い
る
。

　雪解けの土手にこぼれる鮮やかな緑。山ニンジ
ンの柔らかな葉だ。
湯がいて三日ほど塩漬けにした山ニンジンを刻
んで、炊き上がったご飯に混ぜるだけ。春を象徴
する美しい緑と爽やかな香気に、冬の眠りから覚
めたような気分になる。

奥会津の食材と料理

ヤマニンジンご飯

フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ

農作業のはじまり

暦に添う暮らし暦に添う暮らし

　堅雪を踏んで、耕作地にもみ殻の薫炭を撒く。黒い粒は春の陽光を
吸って融雪を促し、土の改良材ともなる。豊かな地面が現れるのも、
もうすぐだ。

　残雪の奥会津で、最初に春を告げてくれる花。南会津町
の南郷地域ではコガネ（黄金）と呼ぶ。かつてはどこにで
も見られたが、今では絶滅危惧種。奥会津ではめずらしく
はないものの油断は禁物。たいせつにしていきたい。メジロ

奥
会
津
の
生
き
物
と
草
花

写
真
・
文
：
新
国
　
勇

ち
ょ
う
べ
え

ち
ゅ
う
べ
え

かたゆき
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発　行：只見川電源流域振興協議会（柳津町・三島町・金山町・昭和村・只見町・南会津町（南郷、伊南、舘岩地域）・檜枝岐村）
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http://www.okuaizu.net　　 webmaster@okuaizu.net　編　集：奥会津書房　福島県大沼郡三島町宮下　TEL.0241-52-3580

★只見川電源流域振興協議会は、福島県只見川流域の７町村の活性化と振興を図るために活動している団体です。
この冊子は電源立地地域対策交付金の事業により作成されています。

クイズクイズ クイズに答えて奥会津の地場産品を貰おう！
問題：次の方言の意味は何でしょう？

◎90号「ゲンベエ」の答え：ワラで編んだ雪ぐつ

奥会津だより
定期購読者募集中

正解者の中から抽選で2名様に、只見町の
「アケビヅル籠」をプレゼントいたします。

※当選者の発表は、商品の発送をもってかえさせて頂きます。  ※クイズの答えは次号92号で発表いたします。

ご希望の方は事務局まで発送先（ご住所・お名前）をご連絡ください。

TEL.0241-48-5525      FAX.0241-48-5575
E-mail : webmaster@okuaizu.net

問い合せ先：只見川電源流域振興協議会事務局

●応募方法：官製ハガキに奥会津だよりの感想、住所、
氏名、電話番号を明記の上、答えをお書きください。
●あて先：〒969-7511
福島県大沼郡三島町大字宮下字中乙田979
奥会津書房 宛
●応募締切：2016年3月24日消印有効 

ヒント：P2. 聞き書きをご参照下さい。

たくさんのご応募ありがとうございました！

「ばち」

読者コーナー読者コーナー
●保存食を作り、手近にあるものを利用する。道具を大切に使い
感謝する。貴紙を拝見するとそれを思い出します。とてもありが
たいです。　（茨城県Ｉ．Ｈさん）
●発行が９０号とはすごいですね。歴史を感じます。私が手にす
るようになったのは６３号からです。表紙の手仕事をする男性の
写真に目が行きました。私の父は塩川町の農家の出ですが、何で
もこなす父だったなと思います。（東京都 Ｍ．Ｉさん）
●貴紙を読み、眺めているだけでこちらの心もほぐれていくよう
な気がします。冬をたくましく耐え忍び、強く静かに春を待つ生
活を読み、私もこつこつと一つずつ事をこなしながら暖かい季節
を待とうと思いました。これからも応援しています。
（会津若松市　Ｓ．Ｙさん）
●奥会津という広い地域をフィールドにしながら、一つの集落の
匂いを伝える面白い冊子ですね。人の歴史と現在を伝える「聞き
書き百選」と「取材ノート」によるものでしょう。私の住む地域
とはまるで違うのに、なぜか、ご近所の話を聞いたようなリアリ
ティを感じました。（柏市　Ｋ．Ｙさん）

奥会津イベント情報奥会津イベント情報 4月～6月
時　日 名トンベイ     町村名 場　所 問　合　せ

4月1日（金）
渓流釣り解禁

伊南地域 伊南川及び支流 南会津西武非出資漁業協同組合　☎0241-72-2110
舘岩地域 南会津全域 南会津町観光物産協会舘岩観光センター　☎0241-64-5611

檜枝岐川釣り解禁
檜枝岐村

檜枝岐川
尾瀬檜枝岐温泉観光協会　☎0241-75-2432

4月9日（土） 千葉之家花駒座新春歌舞伎公演（檜枝岐歌舞伎公演） 東雲館
4月10日（日） 福寿草祭 南郷地域 中小屋地区 南会津町観光物産協会南郷観光センター　☎0241-64-5811
4月22日（金）～26日（火）
予定

大林ふるさとの山「カタクリ・さくらまつり」 三島町 大林ふるさとの山（三島町西方） 三島町観光協会　☎0241-48-5000

4月23日（土） ミニ尾瀬公園再オープン 檜枝岐村 ミニ尾瀬公園 ミニ尾瀬公園　☎0241-75-2065
4月28日（木） 沼沢湖周辺施設オープン 金山町 金山町妖精美術館 金山町役場産業課　☎0241-54-5327

4月29日（金）
久保田三十三観音まつり

柳津町
久保田地区観音山

柳津町役場観光商工班　☎0241-42-2114
良寛和尚供養祭 つきみが丘町民センター

4月29日（金・祝）
～5月8日（日）からむし市 昭和村

道の駅からむし織の里しょうわ織姫交流館 からむし工芸博物館　☎0241-58-1677

5月4日（水・祝） 博士山水芭蕉まつり 水芭蕉としらかばの杜 昭和村観光協会　☎0241-57-3100
5月5日（木・祝） 鬼子母神例大祭 三島町 西隆寺 三島町観光協会　☎0241-48-5000

5月8日（日）
飯谷山　山開き 柳津町 飯谷山登山口 柳津町Ｂ＆Ｇ海洋センター　☎0241-42-2246
要害山　山開き 只見町 只見駅前駐車場 只見町観光まちづくり協会　☎0241-82-5250
長卸山　山開き 舘岩地域 木賊温泉 南会津町観光物産協会舘岩観光センター　☎0241-64-5611

5月12日（木） 愛宕神祭礼奉納歌舞伎 檜枝岐村 歌舞伎の舞台 尾瀬檜枝岐温泉観光協会　☎0241-75-2432
5月14日（土） 前沢薬師堂まつり 舘岩地域 前沢集落 前沢景観保存会　☎0241-72-8977
5月15日（日） 博士山　山開き 柳津町 博士山麓登山口駐車場 柳津町Ｂ＆Ｇ海洋センター　☎0241-42-2246
5月21日（土）～6月4日（土）第3回山人・春まつり 檜枝岐村 檜枝岐村内旅館・民宿・キャンプ場 尾瀬檜枝岐温泉観光協会　☎0241-75-2432
5月22日（日） 大嵐山・湯ノ倉山　山開き 舘岩地域 湯ノ花温泉 南会津町観光物産協会舘岩観光センター　☎0241-64-5611
5月28日（土） 尾白山　山開き 伊南地域 仲川原運動公園前受付（宮沢登山口） 南会津町観光物産協会伊南観光センター　☎0241-64-5711
5月下旬 尾瀬　山開き 檜枝岐村 檜枝岐村 尾瀬檜枝岐温泉観光協会　☎0241-75-2432
5月下旬～6月末 高畑スキー場わらび園オープン 伊南地域 高畑スキー場 南会津町観光物産協会伊南観光センター　☎0241-64-5711

※雪解けの状況により開催日が変更になる場合あり

❖風っこ只見線新緑号　5月 3日（火・祝）～ 5日（木・祝）
※会津若松駅～会津川口駅間（１日１往復）

❖ＳＬ只見線新緑号　5月 28 日（土）・29日（日）
※会津若松駅～会津川口駅間（1日 1往復）

❖快速  只見線山菜満喫号　6月 18 日（土）・19日（日）
※新潟駅～只見駅間（1日 1往復）

ＪＲ只見線
春の特別列車
運行情報

特別列車が走ります！特別列車が走ります！


